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中津市などでロケをし、地域活性化を
描いた映画「サフイボマスク」の完成を
きっかけに、同市三光の12団体・グルー

プが9月19日、市内の八両山野外音楽堂
で「八面山音楽祭～泉谷しげるゴンサー
ト」を開く。かつて「村おこし」に燃えた
壮年者と、「地域を盛り上げたい」とい
う若者らが一緒に実行委員会を発足。「三

光に活気を呼び戻そう」と立ち上がった。

呼び戻す」
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コンサートの舞台とな
る八両山野外音楽堂

「
活
気
を
呼
び
戻
そ
う
」
と
立
ち
上
が
っ
た
実
行
委
員
会

メ
ン
バ
ー
＝
中
津
市
三
光
の
市
し
も
げ
商
工
会
三
光
支
所

旧
三
光
村
は
旧
中
津
市
に
隣
接
す
る

農
村
地
域
。
過
去
、
村
の
シ
ン
ボ
ル
「
八

両
山
」
を
打
ち
出
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
た

び
た
び
開
か
れ
て
き
た
。
「
八
両
山
野

外
音
楽
堂
」
を
会
場
に
し
た
手
作
り
の

コ
ン
サ
ー
ト
は
好
評
で
、
歌
手
の
ダ
・

カ
ー
ポ
や
岡
林
信
康
を
呼
ん
で
多
く
の

観
客
を
集
め
た
。
し
か
し
、
2
0
0
5

年
の
市
町
村
合
併
以
降
、
過
疎
高
齢
化

が
急
激
に
進
み
、
住
民
挙
げ
た
イ
ベ
ン

ト
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

映
画
は
寂
れ
た
シ
ャ
ッ
ヌ
ー
通
り
の

商
店
街
が
舞
台
。
三
光
で
地
域
お
こ
し

に
関
わ
る
住
民
た
ち
に
は
活
性
化
に
奮

闘
す
る
主
人
公
ら
の
姿
が
重
な
っ
た
。
，

気情け
力

か
協

つ
が

き
織

画
組

映
1
2

「
再
び
三
光
を
元
気
に
」
と
発
起
。
映

画
に
出
た
泉
谷
し
ぼ
る
に
出
演
を
依
頼

す
る
と
と
も
に
、
地
元
商
工
会
青
年
部

や
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
、
旧
青
年
団
、

P
T
A
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
に

協
力
を
呼
び
掛
は
た
。

1
6
日
、
実
行
委
の
第
1
回
会
合
が
あ

り
、
発
起
人
の
相
良
卓
絶
さ
ん
（
0
0
）
＝

竹
馬
会
＝
が
「
一
堂
が
久
々
に
集
ま
り

心
臓
が
バ
ク
バ
ク
し
て
い
る
。
三
光
を

も
り
立
て
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
内
容
な
ど
を
確
認
。
実

行
委
員
長
に
就
い
た
野
中
政
宏
さ
ん

（
3
4
）
＝
市
し
も
は
商
工
会
青
年
部
三
光

支
所
＝
の
音
頭
で
「
頑
張
ろ
う
」
と
気

勢
を
上
ば
た
。

野
中
委
員
長
は
「
熱
い
気
持
ち
を
感

じ
て
み
ん
な
集
ま
っ
た
。
い
ろ
ん
な
人

を
巻
き
込
み
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し

た
い
。
三
光
を
中
津
を
元
気
に
し
た
い
」

と
話
し
た
。
　
　
　
　
（
和
田
礼
子
）


